
3 0 持続可能な社会の構築のために 

安全

BERC「経営倫理努力賞共生特別賞」での受賞式 企業倫理ポスター 

社会が複雑化し、価値観が多様化しつつある今、 
YOKOGAWAグループは企業の倫理観を高めることが 
ますます重要だと考え、実践的に取り組んでいます。 

ＢＥＲＣ「経営倫理努力賞共生特別賞」受賞 
　横河電機は2004年11月5日、経営倫理実践研究セン

ター（BERC）より、「第2回経営倫理努力賞共生特別賞」

を授与されました。 

　BERC（Business Ethics Research Center）は 

1997年に経済界の支援で設立された国内唯一の経営

倫理専門の啓蒙普及団体で、2002年から経営倫理の

定着、実践に努力している優良会員企業を表彰する「経

営倫理努力賞」を制定しています。2回目にあたる今回

は厳正な審査の結果、「努力賞」4賞を計7社の企業が

受賞しました。 

　横河電機は健全経営で利益を出している企業であ

ること、経営倫理の定着、実践活動を積極的・継続的に

行っていることに加え、「ごみゼロデー駅前清掃」、「玉

川上水の浄化」などの社会貢献活動を実施しているこ

と、障害者・高齢者雇用の仕組みを設けて行政の要求

水準以上にこれを達成していることなどが評価され、

CSR（企業の社会的責任）の意味もこめてこの受賞に

結びついたものと受け止めています。      　　 

　なお東京プリンスホテルで開かれた表彰式では、横      

河電機を代表して沖野執行役員・経営監査本部長が

出席し、賞状と記念品をいただきました。 

「企業倫理週間」での取り組み 
　企業倫理委員会は2004年度もグループの全役員・

従業員を対象に、企業倫理意識の高揚を図るための「第

2回企業倫理週間」を10月中の2週間に開催し、下記

の諸活動を行いました。 

（1）E-ラーニングによるコンプライアンス教育 

　YOKOGAWAグループ全社員に、必須受講のコン

プライアンス教育をE-ラーニングで実施しました。特にラ

イン長向けの教育では、理解度を確認するため、合格

するまでE-テストを実施しました。 

（2）企業倫理講演会 

　慶應義塾大学の菅原貴与志教授を講師に招聘し、

講演会を実施しました。多数の役員やマネージャーの

参加に加え、関心の高い一般従業員も参加し大盛況

で大変勉強になりました。 

（3）YOKOGAWAグループ企業行動規範遵守誓約書の取得 

　第2回企業倫理週間の中で、今回はグループ全従業

員から遵守誓約書を取得し、『YOKOGAWAグループ

企業行動規範』の遵守を再度周知・徹底しました。 

（4）企業倫理ポスターの掲示 

　横河電機および国内グループ会社に「良き企業市民

あなたが社会と会社を守る」をテーマにした企業倫理

ポスターを配布しました。 
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3 1

安全への取り組みを“企業価値向上”へ結びつけるための“3つのアプローチ” 

蘇州横河電表有限公司 

環境経営報告書 ２００５ 

全社的な安全への取り組み 
　お客様・株主・地域社会・従業員の四者を念頭におき、

安全への取り組みを企業価値の向上に結びつける活

動を実践しています。この考え方は下図のように整理さ

れます。 

　YOKOGAWAグループの海外生産拠点は、世界7カ

国・10工場になります。異なる文化・社会の中で、安全を

確保して行く為には、それぞれの環境で実効的な仕組

みを考えなければなりません。国内の生産拠点でも、多

様な価値観を持つ人びとが働いています。個人の良識

や義務の履行を補強し、より確実な安全管理体制を構

築しなければなりません。 

　YOKOGAWAグループでは、地震その他の自然災害

や、作業に不慣れなどが原因で起きる人為的災害に備

える災害防止対策と、外部から侵入する情報犯罪や危

険物持ち出しなどに対するセキュリティ対策を融合させ

つつあります。また従来の安全体制を見直し、（1）工場

内の危険物MAPによって危険度の可視化を図る、（2）

危険物のある区域への入出管理を強化する、（3）安全

巡視の連携と体系化を図る､（4）工場側の安全確保へ

の取り組みを第三者の視点で監査する、といった改善に

取り組んでいます｡ 

AOM Zeroへの取り組み 
　YOKOGAWAグループの製造現場ではAOM（Accident 

On Manufacturing）Zeroへの取り組みを進めていま

す。これは業務災害をゼロにしようという趣旨の活動で、

厚生労働省の労災統計（休業4日以上の業務災害）よ

りもはるかに広く解釈し、休業ゼロの小さな事故も災害

に含めています。2004年度は（1）ある部門・部署で起き

た災害の再発防止策を他部門・他部署にも水平展開

する、（2）災害発生時の緊急対応ルールの明確化、（3）

従業員が現場で気づいた情報の収集とそれをもとにし

たコミュニケーションの充実、（4）安全ノウハウの教育訓

練、その他のテーマに取り組みました。 

 

蘇州横河電表有限公司・環境緊急時訓練実施 
　蘇州横河電表有限公司では「環境安全緊急対応

規定」に従い、2004年11月19日、初期災害を最小限に

抑えることを目標に、液化ガスの倉庫から火災発生とい

う想定の緊急時訓練を実施しました。予定された効果

が確認でき、終了後の反省会では、今後とも安全第一

に努め不備な部分に対しては、さらなる改善を図ること

が大切であると総経理（社長）からコメントがありました。 

YOKOGAWAグループではお客様・株主・ 
地域社会の皆様・従業員などすべての関係者の 
安全を確保し、信頼される企業グループになることが使命だと考えています。 

社会的責任の観点も含めた安全確保を 
最優先し、災害対策に全力を傾注 
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3 2 持続可能な社会の構築のために 

年 

年間平均労働者数（人） 

延実労働時間数（H） 

休業4日以上（人） 

休業1～3日（人） 

小計休業者数（人） 

不休（人） 

合計 

延休業日数（日） 

労働損失日数（日） 

度数率（全国平均1.77）（人） 

強度率（全国平均0.12）（日） 

2000

6,346

13,075,247

1

1

2

17

19

31

25.5

0.15

0.002

2001

6,376

12,691,373

2

2

4

17

21

158

129.9

0.32

0.010

2002

5,750

11,263,598

2

1

3

12

15

86

70.7

0.27

0.006

2003

5,625

11,179,692

1

3

4

15

19

43

 

0.36

0.003

35.3

2004

5,763

11,381,745

0.26

0.005

60.8

障害者雇用率（毎年6月1日データ） 横河電機の労働災害発生件数一覧 
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法定雇用率1.8％へ引き上げ 

YOKOGAWAグループ雇用率 

法定雇用率 

度数率 = ×1,000,000H
休業労働者数 
延実労働時間数 

強度率 = ×1,000H
労働損失日数 
延実労働時間数 

1
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3

22

25
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YOKOGAWAグループでは従業員が常日頃から 
安全・快適かつ働きやすさを感じて仕事に打ち込める職場作りを進めています。 

従業員育成 
　YOKOGAWAグループでは、人財育成方針に基づ

いてビジネス基礎力育成や自己実現を目指すプログラム

を実施しています。2004年度よりオンデマンド型のE-ラー

ニングシステムでの教育をスタートさせ、P.30で紹介した

コンプライアンス教育を始め、セキュリティや個人情報保

護法についてのE-ラーニング教育を実施してきています。 

　環境教育では環境経営報告書をYOKOGAWAグ

ループ各社に配布し、啓蒙活動を実施するとともに、入

社一年目の社員に対して行うYOKOGAWAグループ

集合導入教育時に用いる環境保全教育の資料につい

ても全面見直しを行い、さらにビデオ映像から講義形式

に切り替えました。 

 また、横河電機本社・工場では2004年度は環境E-

mailニュースを月一回発行し、最新の環境関係情報を

伝えており、YMF甲府工場では6月に「星と環境」とい

うテーマで講演会を開催しました。 

 

雇用対策 
（1）障害者雇用 

　人事運営の基本的な考え方の一つとして「年齢、性

別、学歴、国籍、障害の有無などの属性に関わらず、平

等な機会の提供と評価を実施する」真の平等を標榜し

ています。2004年度末においても法定雇用率1.8%を10

社でグループ算定し、継続的に達成しています。これか

らもYOKOGAWAグループは障害者の採用を積極的

に行っていきます。 

 

（2）定年退職者の就業支援 

　60歳の定年を迎えた方でも、気力、体力が充実し、引

き続き働く意欲のある方には、YOKOGAWAグループ

の人材派遣会社により、YOKOGAWAグループ内外で

の再就業機会を提供し、定年後の就業を支援しています。 

 

労働安全衛生 
　従業員の安全と健康を確保するとともに、快適な職場環

境の形成を図ることを目的に、毎月安全衛生委員会を開

催しています。活動年間計画は期初に月ごとの目標を設

定し、構内巡視では安全衛生上の問題点の指摘をします。

委員会では労使双方で問題点の改善に向け、知恵を出し

合って安全で快適な会社・職場を築くよう活動をしています。

なお、2004年度の労働災害発生件数は下記の通りです。 
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3 3

INTERVIEW 

執行役員 品質保証本部長 奥住 俊樹 
Interview with TOSHIKI OKUZUMI

　品質保証といえば、私には忘れられない想い出があります。それは横河電

機に入社した私が、初めてシステム製品の開発に携わった頃のこと。 

　あるとき自分の開発製品の導入テストに立ち会うことになり、私はお客様の

工場に行きました。見ると工場の中はラインがずらりと並んでいて、その端の1

列に、私が開発を担当した製品があります。テスト運転を開始し、暫らくしたと

ころで突然停まってしまったのです。 

　｢えっ、どうして停まるのだ。｣  

　真っ白になっていく頭の中で、私はそう考えていました。本来なら絶対にあ

ってはならないこと。しかしその痛い思いをしたおかげで、私はそれ以来、品質

という問題を真剣に考えるようになったような気がします。 

環境経営報告書 ２００５ 

新たな課題に取り組む全社品質保証活動 
　YOKOGAWAグループでは2003年度に進めてきた

生産体制や事業組織の再編が一段落したことから、グ

ループグローバル的視点から品証活動を最適化するた

めに組織改革を行いました。その一環として、従来は経

営管理本部のなかにあった品質保証部が、2005年1月

に社長直轄の｢品質保証本部｣に昇格しました。 

　YOKOGAWAグループ全体の活動を統括する品質

保証本部は、2004年度中にサービス系の関連会社に分

散していた顧客接点人財とその知財を吸収・一体化させ、

新たに「世界同一品質」を最終ゴールとする品質保証

活動を展開すべく、従来の体制を見直しています。 

　これにより、品質保証本部が取り組むべき課題も見えて

きました。YOKOGAWAグループ全体でみると、従来の

品質保証ルールが必ずしも統一的に運用されていたわ

けではないこと、「次工程がお客様」という考え方ではもは

や顧客満足を実現できないこと、品質保証の知財がシス

テムとして共有されず、属人的になっていたこと、優れた

品質をつくりこむべき生産現場の従業員が多様化した結

果、作業指示を絵や写真や各国語で明示する必要が出

てきたことなどです。 

　このため、品質保証本部の中をルールの統一と適正

化を図る企画部と、現場現物主義で各拠点や各部門の

品質保証活動のレベルアップを支援する監査部の二つ

に分けています。今後もYOKOGAWAグループでは両

者の連携により「品質第一・お客様第一・現場第一」を、

三位一体で追求していきます。 

 

ライフサイクルソリューションの提案体制の構築 
　製品ライフサイクルの全期間にわたって一貫したトータ

ルソリューションを提供できる体制作りを目的に、2004年4

月に横河エンジニアリングサービスのサービス事業部を

横河電機に事業統合して、マーケティングからサービスま

での機能を一体化した体制を構築しました。さらに10月に

は横河エンジニアリングサービスの保守サービスの受託

事業を、計装工事を担当する横河ワイ・エフ・イーと合併し、

横河フィールドエンジニアリングサービスを設立しました。 

　その結果、横河電機が工事・保守サービスの営業活

動を行い、新会社がその実務を受託する体制となり、

YOKOGAWAグループの一体運営が実現できました。 

2004年度は、YOKOGAWAグループにおける 
品質保証活動の推進母体が｢品質保証本部｣となり、 
｢世界同一品質｣を目指す新たなステージを迎えました。 

国内生産体制と事業組織の再編を終え、 
新たなステージを迎えた全社品質保証活動 
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3 4 持続可能な社会の構築のために 

新潟県中越地震で活動した隊員の説明に聞き入る参加者 横河まつり クリ

企業の社会的責任の観点から、様々なステークホルダーとの 
交流を促進しているYOKOGAWAグループ。 
2004年度も多様な活動を展開しました。 

秋の防災訓練実施 
　2004年11月24日、武蔵野消防署、横河電機共催によ

る秋の防災訓練が行われました。新潟県中越地震後

でもあり今回は、より現実に近い方法を取ることで、問題

点や課題を浮き彫りにして災害への備えに万全を期す

ことを目的とし、事前に訓練情報を公開せず自衛消防

隊員の判断と自主行動という方法を取りました。 

　また、武蔵野警察署にもご協力いただき、近隣の住

民の方を交えた消火訓練や起震車による地震体験、

火災時の煙体験なども実施。大規模な訓練となりました。 

　訓練後の従業員への講評で、社長は「訓練を実施

したことで、災害対策に不十分な面があることが分かっ

た。ただちに対策を講じるように。最後は自分で自分を

守らなければならないので、日頃から準備を心がけるこ

と。災害発生時には、会社のことも重要だが、備蓄品や

人的資源を使って近隣の皆様を救援することも大切」

と述べました。また、武蔵野消防署長からは、阪神・淡

路大震災や新潟県中越地震の経験などを踏まえ、地

震対策に関する重要な３つのポイントの説明をいただき

ました。早速、指摘された課題への対策が講じられ、非

難時の設備の充実や製造現場の災害防止対策強化

などを実施しました。 

新潟県中越地震に対する 
現地危機管理活動実施 
　2004年10月23日に発生した、新潟県中越地震に対

する現地対応を、10月25日から29日にかけて行いました。

現地では、客先や代理店に伺いお見舞いを申し上げる

とともに、復旧に必要な要請に対して各担当部署から

サービス員等を派遣し復旧に努めました。また、支援物

資として本社で備蓄している非常食・飲料水・災害用

毛布等を客先や小千谷市にお届けし、活用していただ

きました。その他、横河電機の入社内定者が在籍する

大学を訪ね、安否確認も行いました。 

 

中近東文化センターへの支援 
　2003年12月から一般展示を休止していた財団法人「中

近東文化センター」（三鷹市）が2004年10月から展示

を再開され、横河電機も支援を表明、資金援助を実施

しました。中近東文化センターは国内でも数少ない中

近東文化専門の研究・展示施設であり、約6,000点の

貴重な資料を収蔵し、古代オリエント文明の研究で業

績を上げてきたセンターです。これから様 な々展示会が

行われていく予定です。 
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3 5

プロジェクトHOPEジャパンのタイ現地スタッフと支援している子供たち 

環境経営報告書 ２００５ 

クリーンキャンペーン市内清掃 

JSEC2004に横河電機が協賛 
　JSEC（ジャパン・サイエンス＆エンジニアリング・チャレ

ンジ）は、科学技術の未来を担う高校生・高専生の育

成を目的として、朝日新聞社の主催で2003年に初めて

開催されました。物理、化学、生物その他あらゆる科学

技術分野の自由研究を全国から募り、審査の結果、優

秀な事例に賞を贈るものです。 

　横河電機は、コーポレートブランドの価値・認知度の

向上や、人材育成、技術発展への支援による社会貢献

を目的として、2004年から協賛し、横河電機賞、横河電

機特別賞が新たに設けられました。 

　今回の募集には生物学、物理学、化学、地学などの

15ジャンルから161件の研究が寄せられ、高校生とは思

えない専門的なものから身近な環境保護に関するもの

まで、新鮮で柔軟な発想の研究が多く集まりました。厳

しい書類審査の上、13の各賞が決まりました。 

 

プロジェクトHOPEジャパン 
　――世界のすべての人 に々健康を――をキーワード

に、タイ・インドネシア・カンボジアなどでAIDS予防教育、

小児先天性心臓病手術、母子保健衛生教育活動を通

して、国際医療支援と企業の国際貢献文化の構築をミ

ッションとしている認定NPO法人プロジェクトHOPEジャ

パンをYOKOGAWAグループでは継続支援しています。 

　2004年10、11月に、日比谷国際協力フェスティバル、

むさしの国際交流まつり、カンボジア・平和のメッセージ

写真展に参加し、多くの人々にプロジェクトHOPEジャ

パンの活動を理解してもらう場を設けました。 

 

地域との交流 
　YOKOGAWAグループでは、地域との交流を図る

ため、様 な々イベントへの参加や実施を行っています。 

2004年度も横河電機本社・工場を始め、各地で開催さ

れたクリーンキャンペーンに積極的に参加したほか、従

業員、地域の方々、お客様をお呼びした夏まつりを各地

で開催しています。また、横河電機本社・工場では地域

の方も参加した防災訓練を実施しました。 

 

環境カウンセラーに合格 
　横河電機生産事業部の西村寛治が、環境省実施の

2004年度環境カウンセラー審査に合格しました。環境カウ

ンセラーとは市民や市民団体などからの相談・助言を対象

とする「市民部門」と事業者からの相談・助言を対象とす

る「事業者部門」があり、西村は事業者部門での合格です。 
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3 6 持続可能な社会の構築のために 

横河電機甲府事業所環境報告書（日本） 横河電機（蘇州）有限公司環境報告書（中国） 

環境保全活動のWebアドレス（日本語）：http://www.yokogawa.co.jp/eco/eco-toppage-jp.htm 

環境保全活動のWebアドレス（英語）：http://www.yokogawa.com/eco/eco-toppage-en.htm

YOKOGAWAグループでは環境報告書を中心として 
多様なコミュニケーション活動を展開しています。 
集めた情報を自分たちの活動へフィードバックしています。 

様々な方法で取り組む 
環境コミュニケーション活動 

環境コミュニケーション 

環境報告活動 
　1999年に環境活動のレポートを発行して以来、毎年

環境活動に関するレポートをまとめ、お客様や従業員な

ど、様 な々ステークホルダーの方々へ報告しています。

2004年版はグループグローバル展開を踏まえ、データ対

象範囲も国内外46社に広げました。また「CSR（企業の

社会的責任）」についての関連ページを設けました。ま

た、新しい試みとして近隣の町内会や小学校へも報告

しました。 

　2005年版も引き続き、YOKOGAWAグループ全体

で取り組んでいる「環境」や「社会」、「環境経営」など、

それぞれの側面の活動を幅広く掲載しました。 

　ホームページにおいても「環境経営」のコーナーを「企

業情報」の内に設けてYOKOGAWAグループの環境

への取り組みを紹介しています。なお、英文版の環境

経営報告書については、冊子を作成せずグローバルホ

ームページにPDF版で掲載しています。 

　一部の海外関連会社ではそれぞれのサイトレポート

を作成し、地域とのコミュニケーションを図っています。

2004年にISO14001を取得した横河電機（蘇州）有限

公司が初めてのサイトレポートを発行しました。また、

2004年度は横河電機・甲府事業所とYMF甲府工場と

合同で、甲府版のサイト環境報告書を作成し、甲府サイ

トに特化した情報を掲載。地域とのコミュニケーションを

図っています。 

2004年版環境経営報告書に対する反応 
　2004年版環境経営報告書について、社外の方およ

び従業員から多くの貴重なご意見をいただきました。ま

とめた結果をご報告いたします。（5点満点での平均点） 

 

 

 

 

 

 

いただいたご意見（同様意見の多いもの） 

○わかりやすく工夫され、読みやすい 

○全体のデザインがよい 

○データの数字は具体的な数字を表示してほしい 

○専門用語でわからないものがある 

　2005年版の環境経営報告書作成に際し、これらの

ご意見や結果を参考にいたしました。今後もさらに改善

を重ねていきます。 

 

甲府事業所省エネルギー見学コース開設 
　2005年3月に甲府事業所に省エネルギー見学コース

が開設されました。このコースでは、参加者に工場内に

設置した自社の省エネ支援システムが実際に成果をあ

げているところを見学していただくものです。今後も

YOKOGAWAグループは、コストダウンと省エネルギー

効果をお客様にご紹介していきます。 

　詳しくは下記ホームページをご覧下さい。 

http://www.yokogawa.co.jp/automation/factory-tour/ 

 

その他のコミュニケーション活動 
　2004年度も「セミコン・ジャパン2004」、「計測展

2004OSAKA」など、多くの展示会に環境調和型製品

や環境ソリューション関連製品を出展し、お客様にアピ

ールしました。また、武蔵野市環境市民会議や、（社）

電子情報技術産業協会（JEITA）の環境・安全委員

会等、人材交流を積極的に展開しました。 

 

○内容のわかりやすさ　　 

○知りたいことの掲載状況    

○環境保全への取り組み状況 

○全体の感想　　　　　 
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